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イギリスで最息腰発に耳には
いってく長話の警つに､｢ラブリー｣がある｡

小銭の数が正確で｢ラブリ
ー｣､許が7段落ついて｢ラブリー｣､大の男まで何かと｢ラプリまを連挙る｡層儀はないが育っておけば間がもつので

のあたりに広瀬轟陵地帯をさす.｢羊囲いの業者丘｣という原義のとおり､なだらかな丘陵に禄の牧草地が延々と続き､その合間に個性的で愛くるしい村々､つまりラブリー･ビレッジズが点在する｡
ウィンドラッシュ川に鴨(か

ら)が遊ぶ｢コッツウォルズの

i

■

ザ･ウォーター｡

テレビのアンテナすら

ット･タウンの耐形をそのまま残すチッビング･カムデンo詩人でアーティストのウィリアム･モリスが｢イングランドで最も央しい村｣と讃(たた)えたパイプリー｡イングランド最古の街並みを保存し､表彰されたカースル･クーム-- o

家屋はライムス十-ン(石灰
岩)でできている｡はちみつ色､堺るい灰色､明るい茶色､爵

い村のたたずまいは'赦宙年前で時が止まったがのよ義感感を与える｡自然と綱和した歴史奪ちくりとどめる吟に､そ
撃れの村が個性的で新鮮な美

し湊暴虐(たた)え､満ち足りてそこにある｡まさしく本来の意味での｢ラブリー｣を連発したくなる佳寮である｡
カースル･クトムの橋のふむ

･とにかつて横尾だったコテージ

鷲る｡住んでいたトマス･ブ

ランケットは畢の毛か)豪儀織り上げ､寒董

や夜具を作ったoこの鰐(い

に発せられ

により'毛爪は典計でブ

方をする場合ももちろんあっ

ケットと呼ばれる｡数百咋た食､コッツウォルズ名産

のひとつに｢ア-リーズ･オブ
･ウィットニー｣の毛布がある｡下の薫はじめヨーロッパ中のサラブレッドとのこと｡いやはや､なんともイギリスらしい話で､ラブリー､でありますo
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